
清療法研  
化学及血  究所  

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
破傷風トキソイド  

ハートエキス  

‾…‾‾  
7ま京毒  ハブ毒素  

日本  

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾…  
面詰醇百京薗姦うず手ブ  
②乾燥弱毒生麻しんワクチン  

③乾燥組織培養不活化A型肝炎ワクチ  
ン  

④乾燥弱毒生風しんワクチン  
⑤乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

乳糖  

天万言二芋ジだ盃洋右声こ芯芯盲ヲ才冗天万事葡盲お天葡‾‾  

模アウトブレイクにより、2007年の∨畠st引七○仕en地方の流  

行性腎症患者の数は100，000人当り313人に至った。醤歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う横雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの」因であろうと考えられ  
る。   

ハンタウイルス  脳  
マウス脳  日本  

EmergInfectDis  
2008：14：808－810  

乾燥日本脳炎りつ  

日本脳炎ワクチン  

テクネチウ  
ム大凝集人  
血清アルブ  
ミン（99mTc）  

ダルテパリ  
ンナトリウム  

日本  
日本メジ  

人血清アルブミン（99mTc）注射液  
清アルブミン  剤基準人血  
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千葉県で74歳男性が野ウサギ食べよう  千葉県健康福祉部  
疾病対策課感染  
症発生情報平成  
20年3月4日  

2008年1月30日   ワクシニアウ  
イルス接種  
家兎炎症皮  
膚抽出液  

家兎皮膚抽  
日本白色種  出液  

と調理したところ、2月7日頃から発熱した。2月之9日に医  

療機関から野兎病の発症例として地元保健所に報告され  
た。患者は既に回復している。また、野ウサギを提供した  
知人および患者家族の健康に異常はない。国立感染症  
研究所によると、野兎掛ま19如年までに13了2例の患者が  
報告されていたが、その後減少し、1999年の千葉県での1  
例以降報告されていない。  

福島県の50代男性が野兎病に感染。この男性は2008年1 月中旬に、野ウサギを狩猟し、皮を剥ぐなどの作業をし  面元高‾‾‾‾‾‾…  JAPZCDaiIyMail  
No．1668 2008年3  

月13日  た。2月には千葉県の男性の感染が、国内で9年ぶりに判  
明した。  

2008年5月に青森県の農場で衰弱死したトウホクノウサギ  
を病理解剖したところ、脾臓・リンパ節の腫脹が顕著で  
あったため、脾腋からの細菌分離を行い、同定を試みた。  
純培養菌の生化学的性状試験およぴPCR法による特異  
遺伝子の検出より、野兎病菌（Francise‖atularensi＄  
subsp．H0larctica）と同定した。青森県では1990年以来初  
めての野兎病発生報告である。  

野兎病  
第62回日本細菌学  
会東北支部総会  
2008年8月2卜22日  

ち才）亡夫薗有‾  
出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  

日本薬局方注射用ヒト絨毛性性腺刺  
日局 ヒト絨  
毛性性腺刺  
激ホルモン  

PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  

体を入手し、患者血清検体から非細胞陣書牲ウイルスを  
阜離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の精巣、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

激ホルモン  

‾…●‾  

葡薗感葵  
膏盲乏面‾‾自音感落‾  

症学会総会2008  
年4月17－18日 099  

平成17－19年度に国内医療機周より検査依頼のあったヒ  

ト刺岐マダニについて病原体検索を行った。その結果、52  
症例54個体中3例で寄生マダニよりボレリアDNAが検出さ  
れた。Borreliava】aisiana近縁種による世界で初めてのラ  
イム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症  
Southemtick－aSSOCiatedrashmnessが国内のキチマダ  
ニによって媒介される可能性を初めて示した。  

マラリア  
‾‾‾  

郭ぎ面白盲薗落  
症学会総会 2008  
年4月17－18日 431  

草歳1盲孝吉二言荊コ巧ヲ三ご二等三テ：1ウドネ手テ㌻李才一  

に滞在していた29歳女性が帰国2ケ月後に390cの発熟と  

著明な血小板減少を呈し、血液塗抹篠本鏡検で三日熟マ  
ラリア原虫と四日熱マラリア原虫が認められ、治療され  
た。後日、血液塗抹棟木から抽出したDNAをPCR検査し  
たところ、三日熟マラリアとサルマラリアの重複感染と診  
断された。サルマラリア感染は国内では検索した範囲で、  
は報告がない。   
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中国におけるエンテロウイルス：2008年4月29日現在、中  
国で乳幼児におけるエンテロウイルス（EV－71）による手足  

口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。死亡20  
例はAnhui省Fuyang市である。死亡例は全てEV－71感染  
による神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡  
した。全症例の死亡率は3月10－31日は11％であったが、4  
月17－29日には0．2別こ減少した。  

手足口病  
WHO／EPR2008年5 月1日  

月市炎患者の嗜癖と患者が入浴した温泉水からLegionella  

mb浦ucensを分離した。患者喀痍と温泉水から分離され  
たLrubr仙censについてPFGEによるDNA切断パターンを  
調べたところ、同一パターンであった。レジオネラ症患者  
からの菌分離はLpneumophilaが主であり、当該菌のヒト  
からの分離例は国内外で初めてである。  

細菌啓染  
IASR2008：29： 194－195  

下垂休性性  
腺刺激ホル  
モン（hMG）  

ヒト（閉経期  中国  80458に同じ  
ウイルス感染  

PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  

80458に同じ  細菌感染  
宥菖童画‾－白音感築‾■  

症学会総会 2008  
年4月17－18日 099  

膏盲童画‾‾百舌惑築‾‾  

症学会総会 2008  
年4月17－18日 431  

WHO／EPR2008年5  

月1日  

80458に同じ  マラリア  

享定石高‾‾‾‾‾‾  
8045引こ同じ  

′ 

80458に同じ   細菌感染  IASR2008；29：  
194－195  

2008／09／22  

2008／09／22  

2008／09／22  

ウシ血清  

インスリン  

トリプシン  
②インターフェロン ベータ  
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インフルエンザワクチン  
沈降新型インフルエンザワクチン（H5Nl  
インフルエンザHAワクチン   株）  

発育鶏卵  発育鶏卵  鳥インフルエン  
ザ  

ユーラシアおよび北米系統のH7インフルエンザウイルス  
の受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感染性を  
グリカンマイクロアレイ法を用いて調べた。その撞果、  
2004年にカナダで分離されたH7N3ウイルス、2002－2003  
年に米国北東部で分離されたH7N2ウイルスなど北米系  
続のH7インフルエンザウイルスはシァル酸結合性を獲得  
し、感受性のある動物に拡がる可能性が示された。  

Proc Natt A¢ad S¢i  

USA2008：105：  

7558－7563  

ニワトリ胚初 代培養細胞  
蔦才万仁王ジ ザ  Proc Natl Acad Sci 

USA2008；105：  
7558－7563  

80480に同じ   
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  

日本脳炎ワクチン  

マウス脳乳 液   ウマ血清  

マウス脳  
日本  

合ワクチン 沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  

ウマ脱繊維  
素血液  合ワクチン  

沈降破傷風トキソイド  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  

ち草ギ曹葡 
‾ 代培養細胞  

日本  
ワクシニア「  
イルス接種  

家兎炎症皮  

膚抽出液  

ワワシニアワ  
イルス接種家  

兎炎症皮膚  

ポーランド、  

中国、オー  
ストラリア、  
ニュージー  

ランド  

日本、カナ  
ダ  
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ワクシニアウイルス接種家兎炎症皮膚 抽出液  

日本臓器  
ワクシニアウイルス接種家兎炎症皮膚  ウサギ皮膚  

ヒト尿  

中華人民共 和国  
ウリナスタテ  
ン  

ダルテパリ  

ンナトリウム  

ポリエチレン  
グリコール  
処理人免疫  
グロブリンG  

リンハ○性脈絡髄  
膜炎  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
阜離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

NEnglJMed2008：  

358  

10．1056／NEJMoaO7  

3785  

亨才）L哀感染‾‾  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

砺フ稽脈葡萄 
‾ 膜炎  

boston．com2008年 5月13日  2008年5月12日の保健当局発表l；よると、ボストンの病院  
で検出が難しいウイルスに感染したドナーから腎臓を移  
植された70歳女性が死亡し、57歳男性が危篤である。ド  
ナーと患者2名の検体をCDCが検査したところ、全点、リ  
ンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）陽性であり、ドナー  
からの伝播であったことが確認された。移植前にはエイズ  
ウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行ったが、LCMVの  
検査は行っていなかった。   
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血菜由来製品によるパルボウイルスB19伝播リスクを低  
減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  
案が示された。全ての血菜由来製剤について、製造プー  
ル中のパルボウイルスB19DNAのウイルス負荷を確実に  
100001∪／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNÅTの  
感度は少なくとも1000000ル／mlとするべきである。これら  
の基準を超えるものは使用してはならない。  

FDA／CBER2008年  
7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

80493に同じ  切符荏脈葡萄‾ 膜炎  

10．1056／NEJMoaO7  NEndJMed2008： 358  3785  
80493に同じ  

ウイルス感染  
PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  

‾  
砺稽誠葡萄  
膜炎  

boston．¢Om2008年 5月13日  80493に同じ  

FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

80493に同じ  パルボウイル  
ス  

80493に同じ  砺確禰 
‾ 膜炎  

日本製薬  
358  

10，1056／NEJMoaO7  NEngtJMed2008；   3785  加熱人血紫たん白  
人血清アルブミン（25％）  

人血清アルブミン（5％）  

ウイルス感染  80493に同じ  PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  

リンハ1生脈絡髄 膜炎  boston．com2008年 5月13日  80493に同じ   
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7月業界向けガイ  

496  

亨才）i茨薗築‾‾  

80493に同じ  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

弔；稽節落葡 
‾ 膜炎  

boston．com2008年 5月13日  80493に同じ  

パルボウイル ス  FDA／CBER2008年  
7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

80493に同じ  

B型肝炎、  

E型肝炎  

中国の畜殺場から集めたブタの肝臓と血清からDNAを抽  
出し、PCRを使ってs遺伝子を増幅し配列決定を行った結  
果、ブタとヒトのHBVのS遺伝子の配列は98－100％の相同  
性を示した。また、RT－PCRによるHEVRNA検出を行った  
結果、HEVRNAがブタの肝臓に存在することが示され  
た。  

Veter］naryScience  

in China2007：37：  

921－925  

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  
人ハブトゲロビン  
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子  

人免疫グD  
プリンG  否百寿：‾…● ②米国  

リンハ○性脈絡青遼 膜炎  オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  

が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  

析することにより、リン／＼○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳骨髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原休発見の強力な手段である。   

N EngtJMed2008；  
358：991－998  

ロブリン ②人免疫グロブリン  

229／260ページ  



B型肝炎  最小感染主を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  
CのHBVを含む急性期前の接種株をテン／くンジーに接種  
したところ、最小50％チン／くンジー感染王（CID50）は各々  

約10コピーと推定された。最低感染王を接種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、日日sAgウインドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またH8VDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

Transf山sion2008；  

48：286－294  

E型肝炎  
2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗日EVlgG保  
有率は、各々14．5％または10．4†iであった。この内、肝移植  
を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵鹿の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およびCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

NEnglJMed2008：  
358：811－817  

ヒトポリオーマ ウイルス感染  SGien（；e2008；319： 1096－1100  

メルケル細胞癌（MCC）検体をdigibl鵬ns¢パptome  
subtraction法を用いて検査し、新種のポリオーマウイルス  
を同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス（MCVまたは  
MCPyV）と命名した。このウイルスはMCC腫痛10検体中8  
例（80％）で検出されたが、対照組織検体では59例中5例  
（8％）、対照皮膚組織検体では25例中4例（16％）でしか検出  
されなかった。MCVがMCCの病原因子である可能性が示  
唆された。  

感賞‾‾‾‾‾‾叩‾‾  
56th Annual  

Meetingofthe  
American－Society－  

0トTropic8l－  

Medicine－and－  

Hygiene 1044 

ヒト顕粒球アナプラズマ症（HGA）の発生率は、1999年以  
来2倍となった。原因病原体のAnaplasma  
phagocytophi［umによる血液の安全リスクを調査するた  

め、間接免疫蛍光法を用いてコネチカット州及びマサ  
チューセッツ州の血液ドナーのA．phagocytophiIurnに対す  
るヒトIgG抗体を測定した。その結果、2001年から2006年  
に採取された15．828ドナー血清中432例（2．7％）が抗体醸  
性であった。比較的高い陽性率が持続していることから  
更なる調査が必要である。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

ヒツジのリコンビナントPrP（府貯）のヒツジにおける血液  Transhsion2008：  
48：609－619  クリアランスならびにスクレイピー関連フィブリル（SAF）静  

注後のPrPresへの曝露について調べた。rPrPのARR変  
異型は、VRQ変異型よりもより早く除去された。また、  
PrPGのARR変異聖のクリアランスがVRQ変異型のクリア  

ランスよりも大きいことが示唆された。rPrPの血菜クリアラ  
ンスは、両腎臓摘出後は52％減少し、貯rP除去に腎騰が  
重要であることが示された。PrPresはSAF静注後は捷や  
かに除去された。   
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ウイルス感染  カナダにおいて、Sa仔oldウイルスに関連するカルジオウイ  

ルス分離株が呼吸纂症状を有する3名の小児の■咽頭  
吸引物から検出された。Canl12051－06分離株のポリプロ  
ティン配列は、Sa汗oldウイルスと91．2％のアミノ酸同一性を  

有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、  
かなり異なっていた。  

EmergtnfectDis  
2008：14：834－836  

‾‾  
亨才）t烹薗垂  出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  

ボI）ビアのCochabamba付近で発生した。l死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

2008年3月下旬、中国Anhui省Fuyang市で未就学児3名が  
重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15  
名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、エンテ  
コウイルス71による手足口病と確定された。同市では、3  
月1日から5月9日の間に、6，049例報告され、353例が重  
篤で、22例が死亡した（致死率0．4％〉。患者数は、4月の初  
めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月5日以後  
減少した。   

米国の国立プリオン病病因調査センターに2002年5月か  
ら2006年1月に紹介された患者11名（平均発症年齢62歳）  
を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色パターン  
およぴマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは  
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性  
PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ感  
受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは二プリオン病  
の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多  
い可能性がある。  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

ウイルス感染  WHO Represetatjve  
Office in China 
2008年5月19日  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Ann Neuro12008：  

63：697－708  

亨才）iニ文面簗‾‾  

米国テキサス南東部の健康な成人ドナー100名の血液中  
のヒトヘルペスウイルス（HHV）陽性率とウイルスDNAlを  
RT－PCRにより調べた。その結果、HSV－1、HSV－2、VZV  
及びHHV－8DNAはどの検体からも検出されなかった。一  
方、E8Vは72％、HHVT7は65％、HHV－6は30％、CMVは1％（こ  
検出された。また、1名の血液から6．1×10〈7geq／m僅超え  
るHHV－6Type日が検出されたが、健常者における異常  
な高値は活動性感染や免疫不全とは関連が無いと思わ  
れる。   

Transfusion2008：  
48：1180－1187  
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血兼由来製品による／くルポウイルスB19伝播リスクを低  
減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  
案が示された。全ての血祭由来製剤について、製造プー  
ル中のパルボウイルスB19DNAのウイルス負荷を確実に  
10000tU／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの  
感度は少なくとも1000000ル／mはするべきである。これら  
の基準を超えるものは使用してはならない。  

FDA／CBER2008年  
7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

8049引こ同じ  ズ瓦蒲アブ㌃  
ブミン  

砺蒜種脈福葡‾ 膜炎  ①人血清アルブミン  
②乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子  
③乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子  

NEnglJMed2008：  
358：99ト998  

B型肝炎  8049寧に同じ  Transfusion2008：  

48：286－294  

E型肝炎  80498に同じ  NEnglJMed2008；  
358：811－817  

王手帯ヴ芽＝寺‾ ウイルス感染  

80498に同じ   Science2008；319：  
1096－1100  
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8049引こ同じ  56th Annual  
MeetlngOfthe  
Amer］Can－Society－  

0トTropic8卜  

Medicine－and－  

HygienelO44   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

80498に同じ  Transfusion2008；  
48：609－619  

川  
亨才）振薗桑  80498に同じ  EmergInfectDi＄  

2008；14：834－836  

ウイルス感染  80498に同じ  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

ウイルス感染  80498に同じ   WHO Represetatjve  
Of6cein Chjna  
2008年5月19日  
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